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(57)【要約】
【課題】　最小の製造技術費用で、供給時だけでなく顕
微鏡検査時にも浸漬液漏れがほぼ完全に排除されるとい
う点で、倒立顕微鏡における浸漬膜形成装置を発展させ
ること。
【解決手段】　本発明は、倒立顕微鏡において、顕微鏡
対物レンズ（１）の前部レンズ（６）とプレパラートと
の間に浸漬膜を形成するための装置に関する。この装置
は、浸漬膜領域からの液漏れを回避するための保護装置
と、浸漬液を浸漬膜領域内へ供給する（自動浸漬）ため
の設備とを備えている。本発明によれば、保護装置が顕
微鏡スタンドの基体内に静的に配置されている。また、
浸漬膜領域内へ浸漬液を供給するための装置が、止水シ
ステムを介して保護装置と接続されている。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　倒立顕微鏡において、顕微鏡対物レンズ（１）の前部レンズ（６）とプレパラートとの
間に浸漬膜を形成するための浸漬膜形成装置であって、
　浸漬膜領域からの液漏れを回避する保護装置と、
　供給管と排出管と制御管とセンサ管とを備え、且つ浸漬液を該浸漬膜領域内へ供給する
（自動浸漬）設備とを含む前記浸漬膜形成装置において、
　前記保護装置が、顕微鏡スタンドの基体内に静的に配置され、
　前記浸漬膜領域内へ浸漬液を供給する装置が、止水システムを介して前記保護装置と接
続されている、浸漬膜形成装置。
【請求項２】
　前記保護装置が、不動のベースプレート（２）から構成され、
　前記ベースプレート（２）が、中心に光路に向けられた、弾性膜（４）を収容するため
の貫通部（３）を備え、
　前記弾性膜（４）が、中央に光路に向けられた、前記顕微鏡対物レンズ（１）の前記前
部レンズ（６）用の開口部（５）を有している、請求項１に記載の浸漬膜形成装置。
【請求項３】
　前記弾性膜（４）が、前記弾性膜（４）が前記顕微鏡対物レンズ（１）の動作範囲にお
いて、前記前部レンズ（６）の形状に密接して閉鎖するように形成されている、請求項２
に記載の浸漬膜形成装置。
【請求項４】
　前記ベースプレート（２）の前記貫通部（３）および前記弾性膜（４）の前記開口部（
５）が、円形に形成されている、請求項２に記載の浸漬膜形成装置。
【請求項５】
　弾性膜（４）が、前記浸漬液を浸漬膜領域内に供給する設備の少なくとも１つの要素（
１０）を備えている、請求項１～４のいずれか１項に記載の浸漬膜形成装置。
【請求項６】
　前記浸漬液を浸漬膜領域内に供給する設備の前記要素（１０）を、前記浸漬液の吸引に
も使用する、請求項５に記載の浸漬膜形成装置。
【請求項７】
　弾性膜（４）が、前記浸漬液を吸引するための少なくとも１つの別個の要素を備えてい
る、請求項１～４のいずれか１項に記載の浸漬膜形成装置。
【請求項８】
　弾性膜（４）が、少なくとも１つの組み込まれた供給用の流路と、少なくとも１つの排
水用の流路とを備えた成形部品として形成されている、請求項１～４のいずれか１項に記
載の浸漬膜形成装置。
【請求項９】
　弾性膜（４）が二層に形成され、かつ２つの重ね合わされた単一膜（１１、１２）から
構成され、該単一膜（１１、１２）の間で、前記浸漬液を前記顕微鏡対物レンズ（１）の
前部レンズ（６）へ供給および排出することができる、請求項１～４のいずれか１項に記
載の浸漬膜形成装置。
【請求項１０】
　弾性膜（４）の開口部（５）が、前記浸漬液を前記前部レンズ（６）上により効果的に
保持するために封止縁（９）を備えている、請求項１～４のいずれか１項に記載の浸漬膜
形成装置。
【請求項１１】
　前記止水システムが、ベースプレート（２）の少なくとも１つの排水流路（８）を特徴
とし、弾性膜（４）を介して流出する余剰の前記浸漬液を、該排水流路（８）を通して排
水することができる、請求項１に記載の浸漬膜形成装置。
【請求項１２】
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　前記供給管と前記排出管と前記制御管と前記センサ管とが、前記倒立顕微鏡の基体に静
的に配置されている、請求項１に記載の浸漬膜形成装置。
【請求項１３】
　前記顕微鏡対物レンズ（１）とプレパラートとの間の前記浸漬液の量を検出可能なセン
サが設けられて、変化が生じた際に自動浸漬を制御することができる、請求項１～１２の
いずれか１項に記載の浸漬膜形成装置。
【請求項１４】
　前記変化を把握するために、前記膜の上面には接触面が蒸着されている、請求項１３に
記載の浸漬膜形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、倒立顕微鏡において、顕微鏡対物レンズの前部レンズとプレパラートとの間
に浸漬膜（immersionfilm）を形成するための装置に関する。この装置は、浸漬膜領域か
らの液漏れを回避するための保護装置と、供給管と排出管と制御管とセンサ管とを備えた
、浸漬液を浸漬膜領域内に供給する（自動浸漬）ための設備とを含んでいる。
【背景技術】
【０００２】
　浸漬液とは、試料支持体およびレンズに使用されるガラスの屈折率に近い屈折率を有す
る液体である。対物レンズと試料支持体との間の空気の隙間をこのような浸漬液で満たせ
ば、対物レンズの開口数が向上する。これにより、光強度が高まるとともに対物レンズの
分解能が高まる。
【０００３】
　顕微鏡法におけるワークフローの自動化が進むにつれて、この浸漬液の自動添加に対す
る要求がますます頻繁に聞かれるようになった。この理由は、現代の顕微鏡、特に倒立顕
微鏡では、システムがますます複雑になり、対物レンズ口径が一層大きくなることにより
、対物レンズ前部へのアクセス性が著しく悪化するので、多くの場合、手動による浸漬が
ほとんど不可能であるということである。
【０００４】
　概して、液浸対物レンズを用いて動作する倒立顕微鏡には、流出する浸漬媒体およびそ
の他の液体から顕微鏡を保護するための保護装置も装備されている。保護装置の形式で対
物レンズに固定された要素を備えたこの種の装置が、例えば特許文献１および特許文献２
に記載されている。
【０００５】
　これらの解決法では、対物レンズに固定された要素によって、保護された浸漬膜領域が
設けられるものの、システム全体においては浸漬液がなおも漏れ得るという欠点がある。
また、各対物レンズに対して個別の保護装置が設けられるので、生産技術費用が非常に高
い。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】独国特許出願公開第１０３３３３２６号明細書
【特許文献２】独国特許出願公開第１００５０８２５号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述の従来技術の解決法の欠点に由来して、本発明の基礎となる課題は、最小の製造技
術費用で、供給時だけでなく顕微鏡検査時にも浸漬液漏れがほぼ完全に排除されるという
点で、倒立顕微鏡における浸漬膜形成装置を発展させることである。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　この課題が、本発明によれば、冒頭で説明した種類の装置を用いて、請求項１の特徴に
よって解決される。有利な構成は、従属請求項２から１４に挙げられている。
　本発明によれば、保護装置が顕微鏡スタンドの基体に静的に配置されている。つまり、
この保護装置は、顕微鏡対物レンズにしっかりと接続された要素ではない。また、浸漬膜
領域内に浸漬液を供給するための設備が、止水システムを介して保護装置と直接接続され
ている。
【０００９】
　したがって、本発明による解決法は、自動浸漬、つまり浸漬液の自動供給と、保護装置
を備えた止水システムとの間の連結を意味する。
　対物レンズは、概して対物レンズ・レボルバ（対物レンズ交換装置）上に取り付けられ
ている。
【００１０】
　従来技術の解決法によれば、つまり、浸漬液の供給設備が対物レンズと直接接続されて
いる場合、浸漬液の自動浸漬および／または供給ならびに排出の制御を、対物レンズ・レ
ボルバ（対物レンズ交換装置）の移動を補償するユニットを介して行わなければならない
。これは、構造的に非常に費用がかかる。
【００１１】
　本発明による装置によって、供給管および排出管ならびに制御管およびセンサ管を、比
較的容易な方法で顕微鏡基体自体に静的に敷設することが可能になる。
　それにより、浸漬液の供給に障害が生じた場合に、対物レンズ全体を交換する必要がも
はや無くなる。止水システムを交換するだけで済む。この場合にかかる費用は基本的によ
り少ない。
【００１２】
　さらに、従来技術による解決法では、各対物レンズが専用の設備を使用しなければなら
なかったが、本発明では、対物レンズ・レボルバ（対物レンズ交換装置）に配置された複
数の対物レンズに対して、浸漬液を浸漬膜領域内に供給するためのただ１つの設備が必要
である。
【００１３】
　有利には、保護装置は、中心に光路に向けられた、弾性膜を収容するための貫通部を備
えた不動のベースプレートから構成されている。この膜は、中心に光路に向けられた、顕
微鏡対物レンズの前部レンズ用の開口部を有している。
【００１４】
　顕微鏡対物レンズが動作範囲内に位置している限り、膜が対物レンズの前部形状に密接
して閉鎖するので、ベースプレートまたは顕微鏡ステージの下方に位置する光学系および
機構が、漏洩する液体から保護される。
【００１５】
　有利な一構成において、ベースプレートの貫通部および膜の開口部が円形に形成されて
おり、特にベースプレートの貫通部についてはその他の輪郭も考えられる。
　実用的には、膜が、浸漬液を浸漬膜領域内へ供給するための少なくとも１つの要素（流
路）を備えており、この１つまたは複数の要素は、浸漬液の吸引にも使用することができ
る。
【００１６】
　しかし、多くの場合、浸漬液の吸引用の別個の要素を膜が有していることもまた有効で
ある。
　また、有利な一構成では、膜が浸漬液の供給および吸引のための複数の要素を備えてい
るので、これらの工程を同時に実行することも可能である。
【００１７】
　例えば、複数の組み込まれた流路を備えた成形部品として膜が形成されてもよい。
　浸漬液の吸引は、とりわけ対物レンズの交換前が有効である。その際、対物レンズがＺ
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方向に動作範囲から上昇されて膜との接触を失う。対物レンズと膜とが十分に離間すると
すぐに、対物レンズ・レボルバの回転または交換装置のスイッチ切替によって、別の対物
レンズを光路内に持ち込むことができる。この新たな対物レンズがその動作範囲へ移動す
ると、膜との接触が自動的に再び生じるので、それとともに、止水システムの機能もまた
復旧する。
【００１８】
　つまり、顕微鏡使用時に浸漬液を調節するために、吸引機能を使用することができる。
　ここでも止水システムの機能が有効であるので、顕微鏡使用時の吸引は必須ではない。
液柱が保持可能な量より多くの浸漬液が供給される場合は、浸漬液が膜を介して流出点へ
、または止水システムの流出点へ導かれる。
【００１９】
　対物レンズとプレパラートとの間に常に十分な液体が存在するように、またさらには、
対物レンズとプレパラートとの間の領域に的確に液体を流すために、余剰の浸漬液を含ん
で動作することも有利であろう。このようにすれば、例えば埃粒子を除去することができ
る。
【００２０】
　これに加えて、有利な一構成では、顕微鏡対物レンズとプレパラートとの間の浸漬液の
量を検出することが可能なセンサが設けられているので、変化が生じた際に自動浸漬を制
御することができる。
【００２１】
　その場合、有利には、この変化を把握するために、膜の上面には接触面が蒸着されてい
る。
　さらに、有利な一構成では、重ね合わせられた２つの単一膜から膜が構成されており、
これらの単一膜の間で、浸漬液を顕微鏡対物レンズの前部レンズへ供給および排出するこ
とができる。２つの膜は外径の領域で互いに封止する。膜間に送り込まれる浸漬液は、内
径、つまり顕微鏡対物レンズの前部レンズの領域内でのみ漏出することができる。この変
型においても、浸漬液を供給および吸引することができる。
【００２２】
　その際、ポンプとして、例えば蠕動ポンプ、マイクロ環状歯車ポンプ、膜ポンプ、また
は圧電ポンプが考えられる。これらのポンプの制御は、余剰原理に従って、または調節さ
れた流量を介して行うことができる。
【００２３】
　また、顕微鏡対物レンズの前部レンズ上に浸漬液をより効果的に保持するために、膜の
開口部が封止縁を備えていれば有利である。
　さらに、本発明による装置の有利な一構成では、止水システムが、ベースプレート内の
少なくとも１つの排水流路を特徴としており、膜を介して流出する余剰の浸漬液を、この
流路を通して排出することができる。
【００２４】
　実用的には、供給管と排出管と制御管とセンサ管とが、顕微鏡の基体に静的に配置され
ている。
　別の有利な構成では、顕微鏡対物レンズとプレパラートとの間の浸漬液の量を検出する
ことが可能なセンサが設けられているので、変化が生じた際に自動浸漬を制御することが
できる。
【００２５】
　有利には、この変化を把握するために、膜の上面には接触面が蒸着されている。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】膜を備えた本発明による装置の概略図。
【図２】浸漬液をより効果的に保持するための縁を備えた膜の配置の概略図。
【図３】図２による膜の拡大図。
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【図５】二層膜の概略図。
【図６】顕微鏡のベースプレート内の膜の位置の概略図。
【図７】図６による膜の概略図。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下では本発明を、例に基づいてより詳細に説明する。
　図１には倒立顕微鏡の対物レンズ１が示されている。この対物レンズは、顕微鏡スタン
ドの基体に配置された、不動のベースプレート２を有する走査ステージの下方の作動位置
に配置されている。保護装置として形成されたベースプレート２は、中心に光路に向けら
れた、好適には円形である貫通部３を有している。貫通部３には、弾性膜４が位置してお
り、この弾性膜４は、中心に顕微鏡対物レンズ１の前部レンズ６の光通過のための円形の
開口部５を備えており、固定要素７を介してベースプレート２と接続されている。
【００２８】
　対物レンズ１が作動位置にある限り、膜４が、顕微鏡対物レンズ１の前部形状に密接し
て閉鎖する。これにより、走査ステージの下方に位置する光学系および機構が液漏れから
保護される（保護装置）。同時に、この位置では、止水システムの機能が利用可能である
。余剰の浸漬液は、排水流路８を介して排出される。
【００２９】
　図２および図３は、図１の図示内容と比べて、追加的に、約２．５ｍｍの直径を有する
断面が円形の封止縁９を備えた膜４の図である。封止縁９の作用によって、浸漬液がより
効果的に前部レンズ６上に保持される。
【００３０】
　また、膜４は浸漬液を浸漬膜領域内に供給するための要素１０（流路）を有しており、
この流路は、浸漬液の排水または吸引にも使用することができる。
　図４は、厚さが約０．５ｍｍの成形品としての膜４を示している。本実施例では、膜は
、図２および図３に従って説明した、浸漬液の供給または排出のための要素１０（流路）
を有している。ここで、この流路を複数組み込むことも考えられる。
【００３１】
　図５は、二層膜４を備えた止水システムが示されている。この止水システムは、２つの
薄い単一膜１１および１２から構成されており、これらの膜間では浸漬液が前部レンズ６
へ供給される。２つの単一膜１１および１２は、その外径の領域で互いに封止している。
単一膜１１および１２の間に送り込まれる浸漬液は、内径、つまり前部レンズ６の領域内
でのみ漏出することができる。この例でも、浸漬液を供給および排出することができる。
【００３２】
　図６では、走査ステージのベースプレート２内の膜４の位置が見られる。余剰の浸漬液
は、止水システムによって、排水流路８を介して排出され、または膜４を介して吸引され
る。
【００３３】
　図７には、浸漬液を浸漬膜領域内へ供給するための、組み込まれた要素１０（流路）を
備えた図６による膜４が示されている。
【符号の説明】
【００３４】
１：顕微鏡対物レンズ、２：保護装置、６：前部レンズ。
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【図５】
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